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2019 年度瀬戸市サッカー協会小学生大会の留意点 rev.1 

 
瀬戸市サッカー協会の４種事業である「小学生大会（通称: 小学生夏大会・小学生冬大会）)」を安全で

より良い大会にするための留意点を以下にまとめました。 
 
参加するチームの関係者（特にベンチに入る指導者）は、必ず大会要項と合わせてこの留意事項を確認

してください。 
 
１．オーバーエイジについて 

怪我を未然に防ぐためにオーバーエイジの定義を明確にする。  
（１）オーバーエイジの定義 

① 瀬戸旭トレセン選考会にチームより推薦された選手はオーバーエイジとして認めない。 
② サッカーに対する、意識・技術が一定水準に達した選手、或いはそれ以上の選手で選考会 

などに推薦されるレベルと協会役員が判断した選手はオーバーエイジとして認めない。 
③ 女子選手はオーバーエイジとしない。（年齢制限をしない）  

（２）理由 
瀬戸市サッカー協会の主旨はサッカー人口を増やして全員が楽しめるサッカー環境造りと考 

えており、低学年までの裾野を広げるためにカテゴリー分けを行っている。 
しかし、年齢が跨ぐ事により技術や体力の違いにより怪我の起こるシーンも増えると考えて 

いる。  
（３）違反した場合 

規律委員会にてヒアリング及び指導を行う。状況によりチーム失格とする。 
 
２．熱中症対策について 

日本サッカー協会制定の「熱中症対策ガイドライン;2016.3.10」に伴い、熱中症対策について
の取組み方針を以下に定める（瀬戸市サッカー協会ローカル規定）。  

（１）対象 
１）６月～１０月に於ける瀬戸市サッカー協会主催の大会（予選決勝に限らない）。 
２）試合開始時および試合中にＷＢＧＴ（湿球黒球温度）が２５℃以上または気温が２８℃以上 

となった場合。 
３）試合会場責任者および主審の判断による。  

（２）内容 
１）ベンチにテント等を設置し、日射を遮る（テントは各チーム持ち寄り）。 
２）ベンチ内で水だけでなくスポーツドリンクが飲める環境を整える。 
３）『ハーフタイム』は５分～１０分程度とする。 
４）『飲水タイム』を設けベンチの日陰で飲水および身体を休める（飲水タイムは２～３分を目安 
  にする）。 
５）『飲水タイム』中は、飲水を優先し氷やアイスパック等でカラダ(頸部・脇下・鼠径部)を冷や 
  すことを可能とする。但し、戦術的な指示は行わない。また、選手交代を行うことは出来ない。 
６）『飲水タイム』はアディショナルタイムとする。 
７）試合途中にＷＢＧＴ（湿球黒球温度）が31℃・気温35℃以上となった場合、ハーフ終了時 

に「中止」とする。前半で「中止」となった場合は前半の結果を、同点の場合は「抽選」によ 
り勝敗を決定する。ただし、「抽選」の結果はＰＫと同じ扱いとする。 

８）１日の試合数を「２試合」までとする。  
（３）補足 

熱中症で脱水症状となった場合、水分だけが不足する場合と、水分と塩分が不足する場合が 
あります。経口補水液（水に塩とブドウ糖を加えた飲み物）など補給しましょう。スポーツド
リンクにも、経口補水液と同じような成分が入っていますが、飲みやすくするために糖分が多
く含まれているので注意が必要です。水分を吸収するのに適した糖分は、「２．５％以下」とい
われていますので、水で薄める等の工夫が必要です。 
また、決勝大会等が行われる瀬戸市民公園陸上競技場のフィールド内での飲水は『芝生保護』

のため基本的に「水のみ」です。 
しかし、特に夏季(7 月〜9 月)は芝生の照り返しなどにより非常に暑く『熱中症』となるリス

クが高くなるため、『熱中症対策』として「スポーツドリンク」や「経口補水液」を飲水するこ
とを認めます。 
ただし、ベンチサイトに設置したザラ板の上にて飲水し、『熱中症防止』と『芝生保護』にご

協力願います。 
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３．ユニフォームについて 

ユニフォームを下記のとおり整えて試合に参加ください。 

○ ユニフォームを着用すること。 

○ ユニフォームはシャツ/パンツ/ソックスを２色用意すること。対戦相手と同色及び同系色の場合 

は事前に当事者間で調整を行うこと（本部より変更のお願いする場合があります）。 

○ ゴールキーパーとフィールドプレーヤーが途中交替する場合はゴールキーパーユニフォームの 

着回しを可とする。但し、補助審へその項を報告すること。警告及び退場になった場合は登録し   

たユニフォームを提示すること。 

○ アンダーウェアの袖が見える場合はユニフォームの袖と同色とする。 

○ アンダーショーツが裾から見える場合は黒色及びパンツの裾と同色とする。但し、チームで統一 

すること（着用可否は問わない）。 

 

４．大会運営・注意事項について 

安全にまたトラブルなく大会を終えるため以下のように大会を運営する。  
（１）予選大会の運営・注意事項（会場：各小学校等）  
  １）予選日程調整 

○ 幹事チームのもと予選を行う。 

○ 雨天の場合は運営本部（会場提供チーム）にて開催可否を判断願います。  
  ２）会場駐車場と設営 

○ 会場の駐車制限を必ず守ってください。路上駐車や付近店舗等に駐車すると近隣の迷惑となり 

会場提供チームの活動に支障をきたす恐れがあります。会場提供チームの駐車台数制限などを 

必ず守ってください。 

○ 準備・片付けは、必要であれば会場提供チーム以外のチームも手伝う。 

○ 「補助審」の席を設置する。 

○ 「テクニカルエリア」を設け、「ベンチ」は「テクニカルエリア」内に設置する。 

○ 「ベンチ」と「観戦席」はできるだけ離し明確に区別する。 

（例:「ベンチ」横に「観戦席」=ＮＧ） 

    ○ 「本部」を設置する。なお、本部は保護者の方でも構わない。ただし、選手チェックや急な 

天候変化による対応と判断ができる者が対応する。また、「本部」からの応援は控えること。  
   ３）「本部」の役割  
    ○選手チェックの実施と審判員の受付 

     ・ 各チームより提示された「エントリー表」にて名前とユニフォーム番号を確認する。 

     ・ 爪の確認 

     ・ 用具の確認（「すね当て」「靴」「メガネ」のチェック） 

      ★靴のチェック 

殆どの選手はスパイクを履いているが特にスパイクでなくても構わない。 

        靴のチェックは、靴紐が切れていないか、靴が破れていないか、靴裏先部分の固定用の 

鋲が飛び出ていないかチェックし、危険であれば交換してもらう。 

      ★メガネのチェック 

普通のメガネでは出場できない。「スポーツメガネ（コーグル）」の着用は認められる。 

      ☆その他 

        ゴールキーパーの「帽子」の着用は認められています。 

     ・審判員（主審・補助審）に「大会結果報告書」の担当する試合欄に氏名・資格級・審判番号 

を記載いただき、審判証の確認を行う。  
    ○審判員のサポート 

     ・ 「雷」など急な天候変動による試合中止についての判断を主審（補助審）と事前に協議する。 

     ・「ＷＢＧＴ（湿球黒球温度）計」や「温度計」による温度上昇状況を確認し、『飲水タイム』 

の設定や『試合中止』について主審（補助審）と都度協議する。  
    ○同一結果による「抽選」方法 

     ・勝ち点、得失点差、総得点、対戦成績も同一で「抽選」となった場合は、幹事チームにて用

意した「くじ」にて順位を決定する。なお、「くじ」を引く者は対象チームにて 1 名選出し、

各チーム代表者立会いの元行う。また、「くじ」は順位を記載した紙を外から見えないように

箱または袋などに入れ、「くじ」を引く者はエントリー表に登録された監督・コーチ・選手の

中から 1 名選出する。 
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    ○試合結果の記録と報告 

     ・試合終了後、主審に「大会結果報告書」へ試合結果ならびに警告・退場の記載をしてもらう。 

     ・当日全ての試合が終了したら、本部から幹事チームの責任者に「エントリー表」と「大会結 

果報告書」を引き渡す。 

     ・幹事チーム責任者は、提出期日までに「大会結果報告書」を提出先へメールにて送付する。 

     ★幹事チーム責任者は、予選結果が出ない場合、提出期日までに「抽選」にて決定し、途中ま

での「大会結果報告書」を提出先にメールにて送付すること。  
（２）決勝大会の運営・注意事項（会場：瀬戸市陸上競技場）  
  １）フィールドの準備・片付け 

○ 各日程の 1・2 試合目の各チームにて本部の指示に従いフィールドの準備を行う。 

○ 各日程の最終試合を行った各チームにて本部の指示に従いフィールドの片付けを行う。  
  ２）試合時間について 

○ 台風や雪などの影響で当日試合が中止となる恐れがあります。その際、協会より対応を周知い

たします。 

○ 試合時間は目安です。雷など急な天候の変動により試合が一時中断となり遅延する場合があり 

 ます。その際、本部より試合の再開時間等を周知いたします。  
  ３）トラック内（芝生）について 

○ トラック内の南北練習スペースにてアップすることを可能とする。また、試合間及びハーフタ 

イム中はフィールド内で練習を可能とする（ボール使用可）。ただし、本部前でのアップやボ 

ールを蹴ることを禁止する。 

○ トラック内（芝生）に入場できるのは登録選手とベンチに入る指導者および帯同審判に限る。 

また、スポーツシューズ以外での入場は認めない。  
４）応援観客席について 

○ 応援観客席はメインスタンドおよび外周の土手とし、フィールド内、トラック、外周の芝生へ

の立入を禁止する。また、本部前での観戦も禁止します。  
５）駐車場について 

○ 競技場スタンド奥の駐車場は、本部運営協会関係者の駐車場のため入場を規制します（バリケ

ードより奥は進入禁止）。 

○ 競技場スタンド裏も事故防止のため駐車禁止とします。  
５）その他 

○ 車事故防止のため、競技場スタンド裏のアップスペースでのボールの使用は禁止します。 

○ 一般利用エリアのため、体育館前の芝生広場でのアップは禁止します。 

○ 瀬戸市民公園は、体育館前の喫煙スペースを除き全域で禁煙です。  
（３）予選・決勝大会の共通運営・注意事項 

  ○ 選手も指導者も保護者も大会要項を理解してリスペクト精神にて敬意を持って参加すること。 

  ○ 大会中における事故・傷害・怪我の処置は各チームで行うこと。 

 

５．試合観戦のマナーについて 

より良い大会とするため、保護者の方の以下の行為は禁止・自粛くださるようお願いいたします。 

① サイドコーチング 

② 暴言、ネガティブ声援 

③ 拍手・声援以外の楽器・メガホンを使用しての応援 

④ 審判のジャッジへの抗議または異議に類する声援 
 

選手が自分で考え判断し行動できるよう日頃からコーチが指導しています。観戦される保護者の方

は、そんな選手達を見守ってあげてください。相手チームの選手・指導者・サポータそして審判も、

試合をする上では大切な仲間です。子どもたちのお手本になるような、素敵な応援をお願いします。 
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《参考資料》 
熱中症対策資料 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

決勝大会 会場概要 (瀬戸市民公園陸上競技場) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スタンド裏・奥駐車場 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



5 

 

決勝大会 フィールド作成概要 (瀬戸市民公園陸上競技場) 
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保護者の皆さんへ ～めざせベストサポーター～ 


